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◆地域の状況

○ 栃木県北地域は、関東平野の最北に位置し平野部の多い地勢であり、南北方向に東北自動車道が縦貫し、国道４号
や鉄道の沿線には市街地が形成されている。

○ 国道４号は、当該地域唯一の南北方向の幹線道路であり、交通が集中しやすい状況にある。
○ 矢板市及びその周辺には、東北自動車道矢板ICが近いことから大規模な工業団地が立地しており、矢板市の産業別
就業構成に占める割合は県全体の割合と比較しても高い傾向にある。

○ また、県北地域は、農業も盛んであり、本州第１位の生乳出荷額を有している地域でもある。

[人口/世帯/人口密度※] 住民基本台帳 (平成27年2月1日現在)
※人口密度は、平成27年2月時点の人口と可住地面積より算出
[高齢化率※] 住民基本台帳 (平成25年1月1日現在)
※平成25年時点の人口総数と65歳以上人口より算出
[面積・可住地面積] 全国都道府県市区町村別面積調 (平成23年10月1日現在)

第1次産業
1,079人 6%

第2次産業
6,196人 37%

第3次産業
9,340人 56%

●矢板市の産業別就業構成

栃木県全体における
第2次産業人口の割合

32％

[産業別就業者構成] 平成22年国勢調査

・人口 ：３.４万人 (１.３万世帯)
・面積 ：１７０．６６ km2

・人口密度 ：４６７．２人/km2

・可住地面積 ：７３．０１km2

・高齢化率 ：２４．２%栃木県

矢板市
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◆路線周辺の交通状況



・起 終 点：栃木県矢板市片岡
～栃木県矢板市針生

・延 長 等：６．５ｋｍ
（第３種第１級、４車線、設計速度８０ｋm/h）

・全体事業費：約２００億円
・計画交通量：約１８，７００台／日

～約３４，４００台／日

一般国道４号 矢板拡幅に係る新規事業採択時評価

２．課題 ３．整備効果

１．事業概要

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

※１： EIRR：経済的内部収益率

※２：基準年（H26年）における現在価値記入（現在価値算出のための社会的割引率：４％）

やいた かたおか

B/C EIRR※1 総費用：146億円※2 総便益：312億円※2

2.1 9.0%
・事 業 費：134億円

・維持管理費： 12億円

・走行時間短縮便益：289億円

・走行費用減少便益： 12億円

・交通事故減少便益： 11億円

物流・生活交通の輻輳による渋滞・事故

・混雑の解消により、速達性が確保され、沿線地域の生活や産業活動を支援

・東北自動車道が通行止め時には、並行する国道として代替機能を発揮し、安全で安心できるくらしの確保

災害に対する脆弱性

・対象区間の整備により、混雑度が約７割減少し、沿線地域の速

達性が確保

・交通容量の増加により、災害時等による東北道通行止め時のリダンダンシー機能を強化（図６）

10.4分

34.5分

通常時

H26.2大雪時

図５ 大雪発生時の所要時間
（矢板IC～土屋交差点） （H26プローブデータ）

約３倍

通常時は、H26年10月の昼間12時間平均旅行速度（下り）

H26.2大雪時は、2.14～2.16大雪による速度低下が最も顕著だった17時台の所要時間（下り）

[平均39km/h] 

[平均12km/h] 至 福島

至 宇都宮

やいた

効果１ 交通の安全性と物流の安定性を確保 [◎]

効果２ 東北道の代替機能の強化 [◎]

混雑度
現況 ２．０５ → 整備後 ０．６３ （約７割減少）
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約10,800台/日
～約22,800台/日

約2,100台/日
～約3,300台/日

約5,900台/日
～約8,300台/日 凡 例

供用中区間

事業中区間

未事業化区間

対象区間

図１ 広域図

やいた はりう

・東北自動車道の代替路としての機能を担っているが、大

雪など東北道の通行止め時は、交通が集中し、大きな

速度低下が発生 (図５､写真２)

・県北地域を連絡する国道４号には、製造業等の工業団地が立地し物流交通が集中（図４）

死傷事故率 （早川町交差点～土屋交差点）

現況 ５５.２件/億台km → 整備後 ４９.２件/億台km （約９％減少）

（現況：H22道路交通センサス）

図２ 事業位置図

平均旅行速度
現況 ３２.８km/h → 整備後 ４５.９km/h （約４割向上）

・特に、国道４６１号との交差部である中交差点では、地域交通が流入し混雑度が２．０を

超え、定時性に支障（写真１、図４）

・交差点が連続する早川町交差点から土屋交差点

の死傷事故率は、栃木県平均の約１．３倍であり、

安全性の向上にも課題 (図３)

図６ 大田原市・宇都宮市内三次救急
医療施設への搬送件数（H25）

：三次救急
医療施設

塩谷広域行政組合消防本部資料
搬送件数は矢板市、さくら市、
塩谷町、高根沢町の合計

やいた

至 福島

至 宇都宮

（交通事故統合データベースH21-H24）

7時

12時

18時

7時

12時

18時

図４ 混雑の現況 （資料：H22道路交通センサス、H26プローブデータ（10月平日平均））
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混 雑 度
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・矢板市の重篤患者の救急搬送は、第三次救急医

療施設のある大田原市、宇都宮市に依存してお

り、救急搬送ルートの構築が課題（図６）

55.2 

44.0 

0 20 40 60

約１．３倍

（早川町～土屋）
矢板拡幅区間

[件/億台キロ]

写真２ 大雪発生時、東北道通行止め時の国道４号
の渋滞状況 （内川橋 H26.2.16（日）10時）
平成25年4月～平成26年3月までは３回発生
（矢板ＩＣ～西那須野塩原ＩＣ間）

栃木県内
（直轄国道平均）

矢板市役所
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なか
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のざき

のざき

矢板南
工業団地

野崎第2
工業団地

野崎工業団地

矢板工業団地

図３ 対象区間（矢板市早川町交差点～矢板市土屋交差点）
の死傷事故率比較

写真１ 国道４号の渋滞状況
なかきた

（中北交差点付近）

・矢板市内の重篤患者の救急搬送のアクセスルートを強化し

救急輸送ネットワークを構築（図６）

・隣接する開通済み区間では、企業立地が進み出荷額等が

増加しており、拡幅事業においても企業立地の促進に期待

・渋滞が一因と考えられる死傷事故件数が改善

（現況：交通事故統合データベースH21-H24）
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一般国道４号 矢板拡幅に係る新規事業採択時評価
やいた



１．栃木県矢板地域の課題 ２．原因分析

３．政策目標

①交通容量確保による渋滞の解消
②国道４号における交通事故の減少
③救急医療施設へのアクセスルートの強化
④東北自動車道の代替路としての機能強化

①国道４号の交通渋滞

○対象区間を含む国道４号には、製造業

等の工業団地が立地し、朝夕の混雑に

よる交通渋滞が発生し、混雑度が２．０を

超える区間や、主要渋滞箇所が３箇所存

在 (写真１、図５)

③救急医療施設への緊急搬送に課題

10.4分

34.5分

通常時

H26.2大雪時

図３ 大雪発生時の所要時間
（矢板IC～土屋交差点）

（H26プローブデータ）

約３倍

通常時は、H26年10月の昼間12時間平均旅行速度（下り）
H26.2大雪時は、2.14～2.16大雪による速度低下が最も顕著だった
17時台の所要時間（下り）

[平均39km/h] 

[平均12km/h] 

○矢板市内の重篤患者は第三次救急医

療施設のある大田原市、宇都宮市へ救

急搬送されており、渋滞による遅延は、

医療活動に支障をきたす恐れがある

(図１)

○大雪など東北道の通行止め時は、代

替路である国道４号に交通が集中し、

大きな速度低下が発生 (図３)

図２ 大田原市・宇都宮市内三次救急
医療施設への搬送件数（H25）

①交通容量の不足による渋滞や事故が発生

○地域唯一の幹線道路であり交通が集中するが、大部分が２車線 (図５)

○国道４号と国道４６１号が合流する中交差点～中北交差点は、交通集中し

大型車混入率が３５％と高く、混雑度２．０と交通容量が不足 (図５)

○交通事故の内訳は追突が６割を占め、渋滞による速度低下が一因 （図６）

：主要渋滞箇所

：事故危険区間
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図５ 国道４号の混雑 （資料：H22道路交通センサス、H26プローブデータ（10月平日平均））
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やいた

内川橋
うちかわ

対象区間

死傷事故率
262件/億台ｷﾛ

④東北自動車道の代替路としての

機能が脆弱

図２ 対象区間（矢板市早川町交差点～矢板市土屋交差点）
の死傷事故率比較（交通事故統合データベースH21-H24）

55.2 

44.0 

0 20 40 60

約１．３倍

（早川町～土屋）

矢板拡幅区間

[件/億台キロ]

栃木県内
（直轄国道平均）

②国道４号の交通事故

○交差点が連続する早川町交差点から

土屋交差点の死傷事故率は、栃木県平

均の約１．３倍 (図２)

図１ 大田原市・宇都宮市内三次救急
医療施設への搬送件数（H25）

写真１ 国道４号の渋滞状況
なかきた

（中北交差点付近）

至 宇都宮

至 福島

図６ 対象区間の事故類型別
事故発生状況

（交通事故統合データベースH21-H24）
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一般国道４号矢板拡幅における計画段階評価
４．対策案の検討

評 価 軸 【案①】現道拡幅案 【案②】バイパス案

交通容量確保による
交通渋滞の解消
（指標：混雑度）

○

４車線化により交通渋滞は解消

○

バイパスへの交通転換により、現道の交通量は減少し、交通渋滞が解消

混雑度 国道４号（中交差点－中北交差点）
【現況】2.05⇒【整備後】0.63

混雑度 国道４号（中交差点－中北交差点）
【現況】2.05⇒【整備後】0.18

国道４号における
交通事故の減少

（指標：死傷事故率）
○ 死傷事故率【現況】55.2件/億台キロ⇒【整備後】49.2件/億台キロ ○ 死傷事故率【現況】55.2件/億台キロ⇒【整備後】42.4件/億台キロ

救急医療施設への
アクセスルートの強化

○
三次救急医療施設への搬送時間（矢板市役所～那須赤十字病院）
【現況】３０分⇒【整備後】２６分

○
三次救急医療施設への搬送時間（矢板市役所～那須赤十字病院）
【現況】３０分⇒【整備後】２７分

東北自動車道の代替路
としての機能強化

○ ４車線化により交通容量が拡大し代替路としての機能が強化 ○ バイパス整備により交通容量が拡大し代替路としての機能が強化

沿道施設へのアクセス性 ○ 沿道工業団地とのアクセス性は向上 △ 沿道工業団地とのアクセス性は向上しない

自然環境の改変 ○ 現道拡幅であり自然環境の改変はない △ バイパス区間において、自然環境の改変により影響を与える可能性がある

コスト 約２００億円 約２７０億円

総合評価 ○ △

【案①】標準断面図 現道拡幅断面

（単位：m） （単位：m）

（参考）当該事業の経緯等

対応方針（案）：案①による対策が妥当

【計画概要】
・路線名 ：一般国道4号
・区間 ：矢板市片岡～同市針生
・概略延長 ：約6.5km
・道路規格 ：第３種１級
・車線数 ：４車線
・設計速度 ：80km/h

都市計画決定等の状況
S40年～ 矢板市片岡～同市針生は都市計画決定済。

地域の要望等
H25年 2月 栃木県（知事）が本省及び整備局へ要望
H25年 3月 矢板市長、大田原市長が本省及び整備局へ要望
H25年 4月 栃木県（知事）が本省及び整備局へ要望
H25年10月 栃木県北部地域整備促進期成同盟会が本省及び整備局へ

要望
H26年 5月 栃木県（知事）が国土交通大臣へ要望
H26年 8月 栃木県北部地域整備促進期成同盟会が本省及び整備局へ

要望
H26年11月 矢板市長、大田原市長が本省及び整備局へ要望
H27年 2月 矢板市長が本省及び整備局へ要望

野崎工業団地
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宇
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島

大田原市

矢板市

矢板北ＰＡ

那須塩原市
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福
島

至

宇
都
宮

矢
板
市
片
岡

【案②】バイパス

（４車線）

氏家矢板バイパス

図６ 矢板地域におけるルート案

【案①】現道拡幅

野崎第2工業団地

矢板工業団地

矢板南
工業団地

凡 例 （用途地域）

：第一種低層住居専用地域
：第一種住居地域
：第二種住居地域
：準住居地域
：近隣商業地域
：工業地域
：工業専用地域
：公園

凡 例 （用途地域）

：第一種低層住居専用地域
：第一種住居地域
：第二種住居地域
：準住居地域
：近隣商業地域
：工業地域
：工業専用地域
：公園

矢板IC

Ｎ

矢
板
市
針
生

（２車線）

調査中

野崎工業団地

バイパス（４車）断面【案②】標準断面図
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